
精神保健福祉関係者実務研修開催要領 

 

１ 目 的： 医療・保健・福祉・行政関係者に対して研修を行い、精神保健福祉全般に

おける支援技術の向上を図る 

 

２ 主 催： 山口県精神保健福祉センター 

 

３ 対 象： 精神保健福祉相談の実務経験が 3年以上ある保健所、健康福祉センター職

員、市町精神保健福祉担当職員、精神科医療機関職員、相談支援事業所相

談員等 

 

４ 定 員： ５０名程度 

 

５ 日程及び内容： 「精神保健福祉関係者実務研修プログラム」参照（裏面） 

 

６ 場 所： 山口県防府総合庁舎 別棟会議室（防府市駅南町 13-40） 

 

７ 申込方法等 

別紙申込書により FAXで申し込む。 

※ 自殺をめぐる相談で対応に困ったご経験などあればご記入ください。 

 

【申込先】  〒747-0801 防府市駅南町 13-40 防府総合庁舎２階 

山口県精神保健福祉センター FAX：０８３５－２７－４４５７ 

               TEL：０８３５－２７－３４８０ 

 

８ 申込期限： 平成３０年１１月９日（金） 

 

９ その他 

申込みは先着順で受け付けます。定員を超え、受講をお断りする場合のみ連絡します。 

 

＜地図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会場 



 

精神保健福祉関係者実務研修プログラム（自殺対策） 

 

 

 

 

 

【日 時】 平成３０年（2018年）１２月１５日（土）１０時００分～１６時００分 

 

【場 所】 山口県防府総合庁舎 別棟会議室（山口県防府市駅南町１３－４０） 

 

【プログラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師】 

 カウンセリング・オフィス HORIE 堀江 秀紀先生 

【講師紹介】 

1973 年同志社大学文学部心理学専攻卒業後、山口県入庁し（社会福祉専門職）、精

神保健相談や虐待、不登校等の児童相談等に携わり、2006 年から岩国児童相談所所

長を務めた。鼓ヶ浦整肢学園総合相談支援センターぱれっと所長を経て 2017 年から

カウンセリング・オフィス HORIE を開設し、クライアントの相談を受けるとともに

各種研修やセミナーの講師としても幅広く活動している。 

 

 

＜担当者より＞ 

 自殺をめぐる面接や電話相談場面では、「死にたい」「死ぬことを具体的に考えている」と

訴える方からの相談に、ためらいを感じたり対応に行き詰りをおぼえることは少なからずあ

るのではないでしょうか。 

この研修では、相談者の気持ちや置かれている状況を理解して支援するにあたり、改めて

支援者としての実践的な対応について講義や演習を通して学ぶことができる機会になると思

います。皆様の参加をお待ちしております。 

 

9:30～     受 付 

 

10:00～12:00  講義「自殺の問題とその対応 

～行き詰った時や危機場面でのコミュニケーションスキル～」 

 

12:00～13:00  昼食・休憩 

 

13:00～15:00  演習（ロールプレイ／グループワーク） 

 

15:00～16:00  全体でのシェアリングとまとめ 

自殺関連の相談を受けるにあたり、支援者としてどのような視点をもち、具体的

にどう対応していくかを学ぶことで、充実した相談支援を目指すことを目的とし

て、研修を開催します。 



【別紙】 

精神保健福祉センター行（送付票不要） FAX：０８３５－２７－４４５７ 
 

申込期限：１１月９日（金）まで 

 

 

精神保健福祉関係者実務研修申込書 
 

                                              平成３０年  月  日 

 

             所属名                     

              

             連絡先（電話番号・担当者名）             

 

氏  名 
役職名 

職 種 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

※ 自殺をめぐる相談場面で困ったご経験などがありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


